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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が入賞可能な入賞装置の内部に、遊技球を前記入賞装置の所定位置まで誘導する
誘導路が設けられ、前記誘導路の少なくとも一部は、少なくとも２つの駆動体に設けた可
動誘導路によって構成され、
　前記各駆動体の駆動により前記可動誘導路の位置を変更することで、前記可動誘導路が
連絡して、遊技球が前記誘導路により前記所定位置まで誘導され得る第１の状態と、前記
可動誘導路が断絶して、遊技球が断絶箇所より前記誘導路から外れる第２の状態とに変更
する誘導状態変更制御手段を備え、
　前記少なくとも２つの駆動体は、回転駆動されるように構成されかつ、それら駆動体の
回転軸を一直線上に並べ、
　隣り合った前記駆動体の対向部分のそれぞれに、対向する側に向かって同じ角度で傾斜
したテーパ面又はベベルギヤを形成すると共に、それらテーパ面又はベベルギヤに係合す
るテーパ面又はベベルギヤを有した回転子を設け、前記回転子を回転駆動させることで、
隣り合った前記駆動体を異なる方向に回転させたことを特徴とする弾球遊技機。
【請求項２】
　前記少なくとも２つの駆動体の各々が所定の位置になったときに前記第１の状態になる
ように構成したことを特徴とする請求項１に記載の弾球遊技機。
【請求項３】
　前記入賞装置は、遊技球が遊転する遊技盤に付設され、
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　前記少なくとも２つの駆動体は、回転駆動されるように構成されると共に、それら駆動
体の回転軸を、前記遊技盤と直交する方向に向けたことを特徴とする請求項１又は２に記
載の弾球遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、弾球遊技機に関し、特に第２種パチンコ遊技機に代表される弾球遊技機に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　弾球遊技機には、遊技盤に備えた画像表示装置の表示画像に応じて遊技内容を変更する
もの以外に、遊技盤に備えた入賞装置の内部の特定領域に遊技球が入球したか否かに応じ
て遊技内容を変更する、所謂第２種パチンコ遊技機に代表される弾球遊技機がある（例え
ば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－１１１７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところが、第２種パチンコ機に代表される弾球遊技機は、画像表示装置への表示画像に
応じて遊技内容を変更する弾球遊技機に比べて機種のバリエーションが少ないため、新た
な機種の開発が求められていた。
【０００４】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたもので、斬新な弾球遊技機の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するためになされた請求項１の発明に係る弾球遊技機は、遊技球が入賞
可能な入賞装置の内部に、遊技球を入賞装置の所定位置まで誘導する誘導路が設けられ、
誘導路の少なくとも一部は、少なくとも２つの駆動体に設けた可動誘導路によって構成さ
れ、各駆動体の駆動により可動誘導路の位置を変更することで、可動誘導路が連絡して、
遊技球が誘導路により所定位置まで誘導され得る第１の状態と、可動誘導路が断絶して、
遊技球が断絶箇所より誘導路から外れる第２の状態とに変更する誘導状態変更制御手段を
備え、少なくとも２つの駆動体は、回転駆動されるように構成されかつ、それら駆動体の
回転軸を一直線上に並べ、隣り合った駆動体の対向部分のそれぞれに、対向する側に向か
って同じ角度で傾斜したテーパ面又はベベルギヤを形成すると共に、それらテーパ面又は
ベベルギヤに係合するテーパ面又はベベルギヤを有した回転子を設け、回転子を回転駆動
させることで、隣り合った駆動体を異なる方向に回転させたところに特徴を有する。
【０００６】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の弾球遊技機において、少なくとも２つの駆動体の
各々が所定の位置になったときに第１の状態になるように構成したところに特徴を有する
。
【０００７】
　請求項３の発明は、請求項１又は２に記載の弾球遊技機において、入賞装置は、遊技球
が遊転する遊技盤に付設され、少なくとも２つの駆動体は、回転駆動されるように構成さ
れると共に、それら駆動体の回転軸を、遊技盤と直交する方向に向けたところに特徴を有
する。
【発明の効果】
【００２４】
［請求項１の発明］
　請求項１の弾球遊技機では、複数の駆動体の駆動により可動誘導路が連絡して、誘導路
により遊技球が所定位置まで誘導され得る第１の状態と、可動誘導路が断絶して遊技球が
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断絶箇所より誘導路から外れる第２の状態とに変更される。このように本発明の弾球遊技
機では、複数の駆動体により誘導路が連絡状態と断絶状態に変化するので、誘導路の態様
に変化が生じ、趣向性の高い役物演出を行うことができる。
　また、回転駆動される少なくとも２つの駆動体の回転軸を一直線上に並べたので、コン
パクトな構成にすることができる。
　さらに、隣り合った駆動体の対向部分のそれぞれに形成したテーパ面又はベベルギヤに
回転子を係合させたから、その回転子を回転駆動するための１つの駆動源で、隣り合った
駆動体を逆方向に回転させることできる。これにより、各駆動体毎に駆動源を設けた場合
に比べて、駆動源を削減することができる。
【００２５】
　［請求項２の発明］
　請求項２の弾球遊技機では、駆動体の各々が所定の位置になったときに第１の状態にな
るので、遊技者を各駆動体の動作に注目させることができる。
【００２７】
　［請求項３の発明］
　請求項３の弾球遊技機では、少なくとも２つの駆動体の回転軸を、遊技盤と直交する方
向に向けたので、斬新な役物演出を行うことができ、趣向性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４２】
　以下、本発明の一実施形態を図１～図６に基づいて説明する。
　図１には、本発明の弾球遊技機としてのパチンコ遊技機に備えた遊技盤１１が示されて
いる。
【００４３】
　遊技盤１１は、ガイドレール１２で囲まれたほぼ円形の遊技領域Ｒ１の中央部に本発明
に係る入賞装置１３を備える。遊技領域Ｒ１のうち入賞装置１３の下方には、中央入賞口
１４と１対の袴入賞口１５，１５とが水平方向に所定の間隔で並べられ、入賞装置１３の
両横には、１対の第１普通入賞口１６，１６が配置されている。また、遊技領域Ｒ１の両
側部に備えたサイドランプ２０の下端部には、それぞれ第２普通入賞口１７，１７が設け
られ、遊技領域Ｒ１の下端部には、外れ球受け入れ口２５が開口している。これら入賞口
等以外に遊技領域Ｒ１には、風車２３や複数の釘２４が起立している。
【００４４】
　図２には、入賞装置１３の全体が示されている。入賞装置１３は、その後端部を遊技盤
１１に貫通形成した貫通窓（図示せず）に差し込み、前端寄り位置から側方に張り出した
敷設片３１を、遊技盤１１の前面にねじ止めして、遊技盤１１に付設されている。
【００４５】
　入賞装置１３のうち遊技盤１１の前面（遊技者に臨む面）から突出した張出部３２は、
左右対称構造をなし、丸みを帯びた上面の最上部に頂上入賞口３３を備える。また、張出
部３２の上端寄り位置には、水平方向に導入空間３４が貫通形成され、導入空間３４の両
端が張出部３２の両側部に開放して開口３４Ａ，３４Ａとなっている。
【００４６】
　頂上入賞口３３は、上方に向かって開放しており、前述した各種の入賞口１４，１５，
１６，１７と同様に、入球した遊技球を遊技盤１１の裏側に取り込む。また、これら入賞
口１４，１５，１６，１７，３３及び、後述する内部入賞口４０及び特別入賞口４１の内
部には、図示しない遊技球検出スイッチがそれぞれ設けられており、これら遊技球検出ス
イッチにより、各入賞口１４，１５，１６，１７，３３，４０，４１に遊技球が入賞した
ことを検出することができる。そして、各入賞口１４，１５，１６，１７，３３，４０，
４１に遊技球が入賞すると、１つの遊技球に対して下記表１に示した所定数の賞球が遊技
者に付与される。
【００４７】
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【表１】

【００４８】
　導入空間３４の左右両端の開口３４Ａ，３４Ａは、張出部３２の両側部に備えた可変入
賞ガイド３５の回動位置に応じて開閉される。各可変入賞ガイド３５は、上下に延びたア
ーム状をなし、下端部に回動軸を備えて図示しないモータにより駆動される。また、可変
入賞ガイド３５の上面は、開口３４Ａ側に向かって傾斜すると共に、その傾斜角度が開口
３４Ａに向かう途中で緩くなっている。そして、図３の左側の可変入賞ガイド３５のよう
に、通常は、可変入賞ガイド３５の先端部で開口３４Ａを塞いでおり、可変入賞ガイド３
５が駆動されると、図３の右側の可変入賞ガイド３５のように、可変入賞ガイド３５の先
端が開口３４Ａから離れ、可変入賞ガイド３５の上面をガイドにして遊技球を開口３４Ａ
から導入空間３４の奥側に案内する。
【００４９】
　導入空間３４の奥側、即ち、導入空間３４のうちの入賞装置１３の幅方向の中央部分に
は、その下面に１対の内部入賞口４０，４０が並んで開口している。そして、内部入賞口
４０に入賞した遊技球が、入賞装置１３の下端寄り位置で前面に開口した奥行空間３６の
奥側に誘導される。なお、図４に示した空間１００には、前記検出スイッチ（図示せず）
が収容されている。
【００５０】
　図４には、入賞装置１３の前面壁１３Ｆを裏側から見た状態が示されており、内部入賞
口４０に入賞した遊技球は、入賞装置１３内に設けた固定球誘導路３７を通過して、入賞
装置１３の奥側（図４の左手前側）に案内される。固定球誘導路３７は、両内部入賞口４
０，４０に対応して入賞装置１３の左右対称に対をなして形成され、内部入賞口４０から
前面壁１３Ｆに沿って左右両側に傾斜し、入賞装置１３の左右両側部で方向を変えて、入
賞装置１３の奥側に向かって斜め下方に傾斜している。
【００５１】
　そして、図５に示すように、各固定球誘導路３７は、入賞装置１３の奥壁１３Ｒに沿っ
て真下に延び、途中で両固定球誘導路３７，３７が左右方向の中央に向けられ、奥壁１３
Ｒの下側における左右方向の中央で合流する。また、その固定球誘導路３７の終端部３７
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Ｅは、前方に向かって僅かに傾斜している。以上により、何れかの内部入賞口４０に入賞
した遊技球は、奥行空間３６の奥側に誘導される。
【００５２】
　奥行空間３６は、図２に示すように、入賞装置１３の前面に円形開口３６Ａを備えて、
遊技者が奥側を見ることが出来るようになっている。そして、奥行空間３６は、円形開口
３６Ａ寄り位置に備えた内壁４３によって、奥側と前面側とに区画されており、内壁４３
より手前側の下面には、遊技球が入球可能な３つの入球口が横並びに形成されている。そ
れら３つの入球口のうち真ん中の入球口は、特別入賞口４１であって、ここに遊技球が入
賞すると、例えば、１０個の遊技球が払い出されることに加えて、さらに所定の利益が遊
技者に付与される。また、特別入賞口４１の両側の入球口は、外れ入球口４２，４２であ
って、これら外れ入球口４２，４２に遊技球が入球した場合には、内部入賞口４０に入賞
したときの賞球のみで、遊技者には前記所定の利益が付与されずに、遊技球が遊技盤１１
の裏側に回収される。
【００５３】
　さて、奥行空間３６のうち内壁４３より奥側には、１対の回転リール５０Ａ，５０Ｂ（
本発明の「駆動体」に相当する）が奥行空間３６の奥行き方向に並べて設けられている。
両回転リール５０Ａ，５０Ｂのうち前側に位置した回転リール５０Ａ（以下、適宜、「前
側回転リール５０Ａ」という）は、図６に示すように、同軸上に間隔を空けて並べた複数
のリング部６０Ａを備える。それらリング部６０Ａを周方向で３当配する位置には、帯板
部材６３Ａが、複数のリング部６０Ａの内周の軸方向（即ち、前側回転リール５０Ａの回
転軸１０１の軸方向）に架け渡して固定されて、前側回転リール５０Ａ全体が略筒状をな
している。また、前側回転リール５０Ａの内側空間は、前側回転リール５０Ａの回転軸１
０１から放射状に３方向に延びた回転壁６２Ａによって、均等に３区分され、それら回転
壁６２Ａの先端は、リング部６０Ａのうち隣り合った帯板部材６３Ａ，６３Ａの間に接合
されている。
【００５４】
　これに対し、奥行空間３６の奥側に位置した回転リール５０Ｂ（以下、適宜、「後側回
転リール５０Ｂ」という）は、帯板部材６３Ｂが同回転軸１０１上に並べた複数のリング
部６０Ｂの内周面を４当配する位置に固定され、回転壁６２Ｂが、後側回転リール５０Ｂ
の内側空間を均等に４区分するように設けられている。
【００５５】
　前後の各回転リール５０Ａ，５０Ｂの中心には、それぞれ軸受筒６１Ａ，６１Ｂが設け
られ、これら軸受筒６１Ａ，６１Ｂを貫通した図示しない軸体によって、各回転リール５
０Ａ，５０Ｂが回転可能に軸支されている。ここで、軸受筒６１Ａ，６１Ｂの回転軸１０
１（回転中心軸）は、図４に示すように、一直線上に並んでいるので、回転軸が一直線上
に並んでいないものに比べてコンパクトな構成にすることができる。また、回転リール５
０Ａ，５０Ｂの回転軸１０１を、遊技盤１１と直交する方向に向けたので、斬新な役物演
出を行うことができると共に、遊技盤１１に奥行き感が生じて趣向性が向上する。
【００５６】
　各回転リール５０Ａ，５０Ｂに備えた帯板部材６３Ａ，６３Ｂには、リング部６０Ａ，
６０Ｂの回転中心側を向いた略平面に凹部が形成され、この凹部によって、遊技球を軸方
向に確実性を増して案内する分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂが構成される。
【００５７】
　なお、本実施形態では、これら分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂにより、本発明に係る可
動誘導路６４（図３参照）が構成され、さらにその可動誘導路６４と前記した固定球誘導
路３７とを合わせた全体で、本発明に係る誘導路が構成されている。そして、この誘導路
により、内部入賞口４０に入賞した遊技球が入賞装置１３内の所定位置としての特別入賞
口４１まで案内される。
【００５８】
　各分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂは、回転軸１０１に対して、奥行空間３６の奥側から
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手前側に向かって各回転リール５０Ａ，５０Ｂの径方向外側に、例えば約５度傾斜してい
る。これにより、各回転リール５０Ａ，５０Ｂの下方に位置した各分割可動誘導路６４Ａ
，６４Ｂに遊技球が乗った場合に、奥行空間３６の奥側から手前側に転動する。
【００５９】
　また、図３及び図６に示すように、回転リール５０Ａ，５０Ｂの内部は、前側回転リー
ル５０Ａの前端部から後側回転リール５０Ｂの後端部に向かうに従い、尻窄み状になって
いる。これにより、後側回転リール５０Ｂに備えた分割可動誘導路６４Ｂと、前側回転リ
ール５０Ａに備えた分割可動誘導路６４Ｂとが下方位置で並んだ場合に、奥側の分割可動
誘導路６４Ｂから手前側の分割可動誘導路６４Ｂへの遊技球が転動して移動することがで
きる。
【００６０】
　各回転リール５０Ａ，５０Ｂにおけるリング部６０Ａ，６０Ａ（リング部６０Ｂ，６０
Ｂ）同士の間の隙間は、遊技球が通り抜けることが可能な大きさにっている。これにより
、分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂから外れた遊技球は、各回転リール５０Ａ，５０Ｂの下
方に転落する。奥行空間３６のうち回転リール５０Ａ，５０Ｂの下方は、転落空間６９に
なっている。遊技球がこの転落空間６９に転落すると、内部入賞口４０に入賞したときの
賞球のみで、他に遊技者に利益が与えられることがなく、遊技球が回収される。

【００６１】
　両回転リール５０Ａ，５０Ｂのうち、駆動力が伝達される互いに対向したリング部６０
Ａ，６０Ｂには、対向する側に向かって同じ角度で傾斜したテーパ面６６Ａ，６６Ｂが形
成されている。そして、モータ駆動される駆動軸の先端に備えた回転子５１に形成された
テーパ面５１Ｔを、両回転リール５０Ａ，５０Ｂの上方から各テーパ面６６Ａ，６６Ｂに
当接させてある。これにより、回転子５１を回転駆動すると、両回転リール５０Ａ，５０
Ｂが等速で逆回転する。
【００６２】
　このように、本実施形態のパチンコ遊技機では、本発明の駆動体に相当する両回転リー
ル５０Ａ，５０Ｂを１つのモータ（駆動源）で駆動するので、モータの数を削減すること
ができ、製造コストを抑えることができる。また、回転リール５０Ａ，５０Ｂの各々が異
なる方向に回転され、このような役物演出は新しいので、斬新な遊技感覚を遊技者に提供
することができる。
【００６３】
　遊技盤１１の裏側に備えた図示しない遊技制御装置（本発明に係る「誘導状態変更制御
手段」に相当する）は、可変入賞ガイド３５，３５と、回転リール５０Ａ，５０Ｂとを以
下のように駆動制御する。
【００６４】
　可変入賞ガイド３５に関しては、中央入賞口１４に遊技球が入賞したことを遊技球検出
スイッチにて検出したときには、１つの遊技球の入賞につき、両方の可変入賞ガイド３５
，３５を、２回だけ０．４秒間、拡開する。また、遊技盤１１に向かって左側の袴入賞口
１５に遊技球が入賞した場合には、表１に示すように７個の賞球が払い出されると共に、
左側の可変入賞ガイド３５が１回だけ０．４秒間、拡開し、遊技盤１１に向かって左右両
側の袴入賞口１５に遊技球が入賞した場合には、７個の賞球が払い出されると共に、左右
両側の可変入賞ガイド３５が１回だけ０．４秒間、拡開する。これらにより、導入空間３
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４内に遊技球が入球可能になる。
【００６５】
　回転リール５０Ａ，５０Ｂは、５秒間で１回転しており、両回転リール５０Ａ，５０Ｂ
に備えた分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂが下方位置で並んだ位置となると１秒間停止する
。即ち、６秒間のうち１秒間は、遊技球が可動誘導路６４を通過し易くなり、特別入賞口
４１に入賞し易い状態となる。なお、分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂが下方位置で並んだ
か否かは、後側回転リール５０Ｂに形成された原点位置検出用切欠き部６７（図６を参照
）が、図示しない原点検出センサによって検出されたか否かでもって判断されている。
【００６６】
　次に、上記構成からなる本実施形態の動作を説明する。
【００６７】
　遊技を開始して、遊技球が中央入賞口１４又は袴入賞口１５に入賞して可変入賞ガイド
３５が拡開し、導入空間３４の内部に遊技球が入球すると、その遊技球は、何れかの内部
入賞口４０に入賞する。
【００６８】
　すると、遊技球は、入賞装置１３内の固定球誘導路３７により奥行空間３６の奥側に誘
導される。そして、固定球誘導路３７の終端部３７Ｅから前方に転動しながら入賞装置１
３内の転落空間６９に設けた後側回転リール５０Ｂの内部に進入する。
【００６９】
　このとき、後側回転リール５０Ｂの回転位置により、固定球誘導路３７の終端部３７Ｅ
に、後側回転リール５０Ｂに設けた何れの分割可動誘導路６４Ｂも連絡していない状態（
本発明にかかる「第２の状態」）になっていた場合には、遊技球は、後側回転リール５０
Ｂのうちリング部６０Ｂ，６０Ｂの隙間から後側回転リール５０Ｂの下方の転落空間６９
に転落する。
【００７０】
　一方、固定球誘導路３７の終端部３７Ｅに後側回転リール５０Ｂに設けた何れかの分割
可動誘導路６４Ｂが連絡した状態（本発明に係る「第１の状態」）になっていた場合には
、遊技球は、後側回転リール５０Ｂの分割可動誘導路６４Ｂ上に乗り移り、後側回転リー
ル５０Ｂの前端まで転動し、前側回転リール５０Ａの内側に進入する。
【００７１】
　次いで、後側回転リール５０Ｂから前側回転リール５０Ａ内に遊技球が進入する際に、
遊技球が転動してきた分割可動誘導路６４Ｂに、前側回転リール５０Ａにおける何れの分
割可動誘導路６４Ａも連絡しない状態になっていた場合には、遊技球は、前側回転リール
５０Ａのうちリング部６０Ａ，６０Ａの隙間から下方の転落空間６９に転落する。
【００７２】
　一方、後側回転リール５０Ｂから前側回転リール５０Ａ内に遊技球が進入する際に、遊
技球が転動してきた分割可動誘導路６４Ｂに、前側回転リール５０Ａにおける何れかの分
割可動誘導路６４Ａが連絡していた場合には、遊技球は、前側回転リール５０Ａの分割可
動誘導路６４Ａ上に乗り移る。そして、遊技球の転動速度が速い場合には、前側回転リー
ル５０Ａの前端まで転動して、その前側に排出される。すると、前端まで転動した遊技球
の殆どは特別入賞口４１に入賞し、希に外れ入球口４２，４２に入球する。このとき、遊
技球が特別入賞口４１に入賞した場合には、次述する一定の利益が遊技者に付与される。
また、遊技球の転動速度が遅いと、前側回転リール５０Ａの前端まで遊技球が転動する前
に、分割可動誘導路６４Ａが断絶状態になって遊技球が転落空間６９に転落することにな
る。ここで、本実施形態では、６秒に１回は各分割誘導路６４Ａ，６４Ｂが転落空間６９
を挟んだ対向部分の間に差し渡された状態になるので、そのタイミングで遊技球が後側回
転リール５０Ｂの分割可動誘導路６４Ｂに乗り移ると、安定して各分割可動誘導路６４Ｂ
，６４Ａ上を後端から前端まで転動することができる。
【００７３】
　さて、遊技球が特別入賞口４１に入賞した場合には、前記として一定の利益として、例
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えば、１０個の賞球が遊技者に払い出されると共に、大当たり遊技が実行される。大当た
り遊技状態となると、可変入賞ガイド３５，３５が回動して、開口３４Ａ，３４Ａが連続
的に開閉状態を繰り返す連続開閉状態となり、可変入賞ガイド３５，３５を案内にして、
入賞装置１３に多くの遊技球が入賞可能となる。ここで、開口３４Ａ，３４Ａの連続開閉
状態の開始から終了までの間を「ラウンド」と称すると、１つのラウンドは、可変入賞ガ
イド３５，３５の回動が１８回繰り返されたか、内部入賞口４０に１０個の遊技球が入賞
したかのいずれかの条件が先に満たされた場合に終了する。また、ラウンド中に、遊技球
が特別入賞口４１に入賞した場合には、継続権利が発生して、１つのラウンドが終了した
後、連絡して次のラウンドが実行される。なお、本実施形態では、連絡して実行されるラ
ウンド回数は最大で１５回に設定されており、１５ラウンド目が終了すると、大当たり遊
技が終了する。
【００７４】
　なお、各ラウンドには、継続権利が発生しやすいように、各ラウンドにおいて、入賞装
置１３の内部入賞口４０，４０に備えた遊技球検出スイッチが遊技球の入賞を５回検出す
ると、各回転リール５０Ａ，５０Ｂの分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂが下方位置で並んだ
位置となるように強制的に回転して、ラウンドが終了するまでの間停止する。
【００７５】
　このように本実施形態では、入賞装置１３の内部に設けた各分割可動誘導路６４Ａ，６
４Ｂの位置に応じて、隣り合った分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂが連絡した状態と断絶し
た状態とに変化する。これにより、遊技球が可動誘導路５０上を転動して、転落空間６９
の上を渡った先の特別入賞口４１まで誘導され得る第１の状態と、遊技球が可動誘導路５
０から外れて転落空間６９に転落する第２の状態とに変更されるから、遊技者に回転リー
ル５０Ａ，５０Ｂの動作に注目させることができる。そして、可動誘導路６４の誘導によ
り、遊技球が特別入賞口４１に入球した場合には、入賞装置１３に多くの遊技球が入賞し
易い大当たり遊技が実行されると共に、大当たり遊技中に可動誘導路６４を通って更に特
別入賞口４１に入賞した場合には、大当たり遊技の継続権利が与えられるので、遊技者を
、可動誘導路６４の状態の変化に注目させることができる。
【００７６】
　ここで、本実施形態では、前側回転リール５０Ａに備えた分割可動誘導路６４Ａの数と
、後側回転リール５０Ｂに備えた分割可動誘導路６４Ｂの数とを異ならせたので、それら
回転リール５０Ａ，５０Ｂが移動している状態では、どのようなタイミングで、前後の分
割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂが連絡するかの予測が困難になり、遊技の趣向性が高まる。
また、本実施形態では、所定のタイミングで、分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂが、転落空
間６９を挟んだ対向部分の間に差し渡された状態に所定期間、停止されるので、停止され
たときに、遊技球が固定球誘導路３７の終端部３７Ｅから現れた場合には、遊技者は特別
入賞口４１への入球を期待するという遊技の趣向性を向上させるばかりか、役物演出のバ
リエーションが増し、趣向性をさらに向上させることができる。以上纏めると、上述した
ような役物演出を行うパチンコ遊技機は、斬新な遊技感覚を提供することができる。
【００７７】
　［他の実施形態］
　本発明は、前記実施形態に限定されるものではなく、例えば、以下に説明するような実
施形態も本発明の技術的範囲に含まれ、さらに、下記以外にも要旨を逸脱しない範囲内で
種々変更して実施することができる。
【００７８】
　（１）前記実施形態では、両回転リール５０Ａ，５０Ｂの互いに対向したリング部６０
Ａ，６０Ｂに形成されたテーパ面６６Ａ，６６Ｂと、駆動軸に備えた回転子５１のテーパ
面５１Ｔとを、当接させて、両回転リール５０Ａ，５０Ｂを回転させていたが、リング部
６０Ａ，６０Ｂにベベルギアを形成し、このベベルギアに係合するベベルギアを備えた回
転子によって両回転リール５０Ａ，５０Ｂを回転させてもよい。
【００７９】
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　（２）前記実施形態では、分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂは回動リール５０Ａ，５０Ｂ
に設けられて、回転移動されていたが、図７に示すように、振り子体９０Ａ，９０Ｂの内
部に分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂを備えて、それぞれ所定の回転角度内で振り子動作す
るようにしてもよい。
【００８０】
　（３）前記実施形態の分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂでは、回転動作によって位置が変
更されていたが、スライド動作によって分割可動誘導路の位置を変更する構成にしてもよ
い。具体的には、図８に示すように、固定球誘導路３７の終端部３７Ｅからの遊技球の転
動方向と直交する方向に往復スライドするスライド駆動部８０，８０を、前記遊技球の転
動方向に２つ設け、それらスライド機構にて分割可動誘導路８４Ａ，８４Ｂを上面に有し
た帯板部材８３Ａ，８３Ｂを往復移動させる構成にしてもよい。
【００８１】
　（４）前記実施形態では、分割可動誘導路６４Ａ，６４Ｂは直線状であったが、分割可
動誘導路は蛇行した形状であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８２】
【図１】本発明の一実施形態に係る弾球遊技機の遊技盤の正面図
【図２】入賞装置の斜視図
【図３】入賞装置の正面図
【図４】入賞装置の前面壁の斜視図
【図５】入賞装置の奥壁の斜視図
【図６】回転リールの斜視図
【図７】他の実施形態（２）に係る可動誘導路の斜視図
【図８】他の実施形態（３）に係る可動誘導路の斜視図
【符号の説明】
【００８３】
　１１　　遊技盤
　１３　　入賞装置
　３５　　可変入賞ガイド
　３７　　固定球誘導路（誘導路）
　４１　　特別入賞口
　５０　　可動誘導路（誘導路）
　５０Ａ，５０Ｂ　　回転リール（駆動体）
　５１　　回転子
　６０Ａ，６０Ａ　　リング部
　６３Ａ，６３Ａ　　帯板部材
　６４　　可動誘導路
　６４Ａ，６４Ｂ　　分割可動誘導路
　６９　　転落空間
　９０Ａ，９０Ｂ　　振り子体（駆動体）
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